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(57)【要約】
以前に記録された医療治療イベントの記録を転送するシステム及び方法が記載される。そ
のようなシステム及び方法は、携帯型の医療イベント記録装置（１００）と、医療治療イ
ベントに関する注釈付き情報を表示する中央コンピュータ（２０５０）と、イベント記録
装置及び中央コンピュータと通信する遠隔のコンピュータ可読媒体（２０２０）とを伴う
。中間のコンピュータ可読媒体はクラウドコンピュータサーバとして配置されて良い。中
央コンピュータは、医療治療イベントに関連するビデオ記録（２１２０）及び注釈イベン
トツリー（２１１０）を同時に表示する。任意に、中央コンピュータは、補助的な装置に
よって記録された医療治療イベントの同時発生的な記録を表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型コンピュータ装置から中央コンピュータへ医療治療イベントの記録を転送する方
法であって、
　前記携帯型コンピュータ装置で、前記医療治療イベントに関連するイベントログ及びビ
デオ記録を捕捉するステップと、
　相関イベントログを形成するよう前記ビデオ記録及び前記イベントログを相互に関連付
けるステップと、
　前記相関イベントログを選択するステップと、
　前記携帯型コンピュータ装置で、前記相関イベントログのアップロードを開始するステ
ップと、
　前記イベントログを無線通信パスを介して前記中央コンピュータへアップロードするス
テップと
　を有する方法。
【請求項２】
　以前に記録されたイベントログのリストからイベントログを選択するステップと、
　前記選択されたイベントログを、前記開始するステップより前にプレビューするステッ
プと
　を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記相互に関連付けるステップ、前記選択するステップ、前記開始するステップ、及び
前記アップロードするステップは、前記捕捉するステップの終了が検知されると自動的に
起こる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記捕捉するステップは、前記携帯型コンピュータ装置の位置データ記録を取得するこ
とを更に含み、
　前記相互に関連付けるステップは、前記位置データ記録を前記相関イベントログと相関
させることを更に含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　以前に記録されたイベントログのリストからイベントログを選択するステップを更に有
し、
　前記アップロードするステップは、前記選択されたイベントログの電子メールを送信す
ることを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記イベントログを、前記アップロードするステップより前に暗号化するステップ
　を更に有する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　プロセッサ、メモリ及びディスプレイを備える中央コンピュータへ医療治療イベントの
記録を転送するシステムであって、
　前記医療治療イベントに関連するビデオ記録及び注釈記録を取得するよう動作し、且つ
、前記ビデオ記録及び前記注釈記録をイベントログに配置するよう動作する携帯型コンピ
ュータ装置と、
　前記携帯型コンピュータ装置と無線通信し且つ前記中央コンピュータと無線通信し、前
記イベントログを受信して前記中央コンピュータのメモリに格納する遠隔のコンピュータ
可読媒体と
　を有し、
　前記中央コンピュータは、注釈及びビデオプレビュー画面において前記ビデオ記録及び
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前記注釈記録を同時に表示するよう動作する、
　システム。
【請求項８】
　前記中央コンピュータは更に、前記イベントログを編集するよう動作する、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記携帯型コンピュータ装置は更に、装置位置データ記録を取得するよう動作し、更に
、該装置位置データ記録を前記イベントログに配置するよう動作する、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記医療治療イベントに関連するデータを取得するよう動作し、更に、該データを前記
携帯型コンピュータ装置へ転送するよう動作する第２の装置を更に有し、
　前記携帯型コンピュータ装置は、前記第２の装置のデータを前記イベントログに配置す
る、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記中央コンピュータは、前記ビデオ記録及び前記注釈記録と同時に前記第２の装置の
データを表示する、
　請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第２の装置は、除細動器であり、
　前記データは、心電図及び除細動器イベントログを含む、
　請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記医療治療イベントに関連するデータを取得するよう動作し、更に、該データを前記
中央コンピュータへ転送するよう動作する第２の装置を更に有し、
　前記中央コンピュータは、前記第２の装置のデータを前記イベントログと同期させるよ
う動作する、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記中央コンピュータは、前記ビデオ記録及び前記注釈記録と同時に前記第２の装置の
データを表示するよう動作する、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記中央コンピュータは、前記第２の装置のデータ及び前記イベントログを自動的に時
間同期させるよう動作する、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記中央コンピュータは更に、前記ビデオ記録における現在時刻と同時に起こる前記注
釈記録をハイライトするよう動作する、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記中央コンピュータは更に、前記医療治療イベントに関連する心電図を表示するよう
動作し、
　前記中央コンピュータは更に、前記ビデオ記録における前記現在時刻と同時に起こる前
記心電図における時点でスウィープバーグラフィックを表示するよう動作する、
　請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記中央コンピュータは更に、前記医療治療イベントに関連する第２のオーディオ記録
を含む第２の装置データ記録を取得するよう動作し、
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　前記中央コンピュータは、前記オーディオ記録と前記第２のオーディオ記録との比較に
基づき前記イベントログ及び前記第２の装置データ記録を同期させるよう動作する、
　請求項７に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、医療治療イベントに関連する情報を捕捉し、イベント後にその情報
をレビューする改善された装置及び方法に係る。特に、本発明は、イベントに注釈を付け
るタッチスクリーンディスプレイと、イベントを記録するビデオカメラとを備えた携帯型
コンピュータ装置である。ユーザインターフェースは、タッチされると自動的に注釈をメ
モリに記録する文脈上有用なアイコンから成る。ビデオ及び注釈は、医療イベント後の更
なる処理及び解析のために中央コンピュータへ転送されてよい。
【背景技術】
【０００２】
　緊急医療処置は、長年、医学界で研究されてきた。患者予後は、処置を変更することに
よって、有害な又は不要なステップを省くことによって、又は正確に処置を行っていない
者を訓練することによって、改善可能であることが広く理解されている。典型的な研究は
、慰留イベントの間に取られる動作の時間及び方法を記録する監視者の配置を伴う。幾つ
かの場合において、イベントにおいて使用される道具は、その上、記録されたデータの時
間順ログを自動的に生成する。
【０００３】
　医療イベントの一例は、突然の心停止（sudden　cardiac　arrest）（ＳＣＡ）の緊急
治療である。ＳＣＡは、米国における主な死因である。ＳＣＡ患者の約４０％において、
観測される最初の心調律は心室細動（ventricular　fibrillation）（ＶＦ）である。Ｃ
ＰＲはＳＣＡのためのプロトコル治療であり、患者に血液循環を与える胸部圧迫及び換気
から成る。除細動は、内在するＶＦを治療するためにＣＰＲのセッション間に介在する。
良好な患者予後の可能性は、ＣＰＲ及び除細動の品質及び適時性に依存することが知られ
ている。あいにく、多くのイベントはそれらの要因の両方を欠く。よって、ＳＣＡ医療治
療イベントの研究及び評価は、医学にとって大きな重要性を持つ。
【０００４】
　図１は、先行技術の除細動器１０の電極１６が救助者１２によって、心停止した患者１
４を蘇生するために適用されている先行技術のＳＣＡ医療治療イベントを示す。除細動器
１０は、最初の応答者によって使用可能なＡＥＤの形をとってよい。除細動器１０はまた
、病院環境における救急医療師又は他の高度に訓練された医療従事者による使用のための
手動式除細動器の形をとってよい。
【０００５】
　突然の心停止において、患者は、通常は、自発循環に付随して起こらないＶＦ又はＶＴ
（すなわち、ショック性ＶＴ）の形で、正常な心拍の生死に関わる中断に襲われる。正常
な心拍が、一般的に約８乃至１０分であると理解されている時間フレーム内に回復されな
い場合は、患者は死ぬであろう。反対に、ＶＦの開始後に血液の循環が（ＣＰＲ及び除細
動を介して）回復され得るのが早ければ早いほど、患者１４がイベントを乗り切る可能性
は高くなる。よって、救助者が迅速に且つ効果的に蘇生を行うことは、医療対応機構を監
督する管理者にとって大いに関心がある事柄である。
【０００６】
ほとんどのＥＭＳ及び病院組織が、イベント後のレビューを行うために医療治療イベント
のインシデントレポートを用意する。インシデントレポートは、通常は、現場の監視者に
よって書き入れられた手書きのレポートから構成される。レポートは、しばしば、現場で
使用された除細動器によって自動的に収集されたデータによって増補される。除細動器に
よって自動的に提供されるデータは、例えば、通常は、ＥＣＧストリップ、除細動器の記
録された作動時間、ＣＰＲの開始、除細動ショックの実施、等を含む。加えて、最初の応
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答者の口頭による発言を文書化するオーディオ記録（“音声ストリップ”）が、しばしば
、除細動器によって記録される。
【０００７】
　自動的に生成されたデータは、しかしながら、救助の進捗及び有効性に関する重要な情
報の全てを捕捉することはできない。従って、現場の監視者によって作成される手書きの
レポートの必要性がある。手書きのレポートは、救助隊の名称、使用された道具、ＣＰＲ
圧迫及び換気の観測された品質、投与された薬、救助活動に対する患者の反応、並びにそ
れらのイベントの夫々の時間のような情報を文書化してよい。このデータは、イベントの
包括的且つ正確な記録を提供するために、収集されて、自動的に生成されたデータと手動
によりまとめられるべきである。
【０００８】
　様々なソースによって生成されるこのイベントデータの全ては、マサチューセッツ州ア
ンドーヴァーにあるフィリップス・エレクトロニクス・ノースアメリカ・カンパニーのヘ
ルスケア部門によって販売されているイベント・レビュー・ソフトウェアのようなソフト
ウェアを用いて中央集権的コンピュータでインシデントレポートを形成するよう、マージ
される。図２は、典型的な先行技術のインシデントレポート生成画面２０を示す。図示さ
れるように、ユーザは、自動的に生成されたデータを１つのタブにおいて見る。次いで、
ユーザは、治療に関する覚書及び注釈をソフトウェア画面上に入力するよう、イベントの
他の手書きレポートから作業する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　コンピュータソフトウェアにかかわらず、インシデントレポートを手動により生成する
前述のプロセスは、不便であり且つ時間がかかる。最終生成物はまた、手書きのレポート
における誤り又は省略、救助イベントの迅速及び切迫によって必然的に生じるイベント後
の再構成の必要性、あるいは、データの手動的又は自動的なソースの時間同期の欠如のた
めに、治療イベントの全体的な有効性を反映しないことがある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　医療治療イベントを正確に文書化するという問題に対する１つの解決法は、どこにでも
ある携帯型コンピュータ装置にあってよい。そのような小型の装置、例えば、市販されて
いるスマートフォンは、タッチスクリーンディスプレイ、ビデオカメラ、マイクロホン、
及び無線通信機能を備える。携帯型コンピュータ装置は、治療の進捗を記録するために、
且つ、救助のダイアリーを作成するために、監視者によって現場で使用され得る。あいに
く、今日のオーディオ／ビデオ及び手入力データは、先行技術の装置によって１つのイベ
ントログに自動的に整理統合されない。そして、データ入力画面及びビデオ記録は同時に
表示されない。よって、大幅な時間及び労力が、この情報から有意なインシデントレポー
トを作成するために費やされなければならない。
【００１１】
　従って、先行技術における前述の欠点のそれぞれに対処するために必要とされるものは
、医療治療イベントの間に重要な情報を記録する簡単なデータ入力インターフェースを提
供する装置及び方法である。インターフェースは、タッチスクリーン上での文脈上関係が
あるアイコンの選択を通じて注釈付きイベントログを生成することが可能であるべきであ
る。装置は、望ましくは、イベントのオーディオ及びビデオ記録を注釈付きイベントログ
とマージする。装置は、心停止の間のＣＰＲの文書化において特に有用である。
【００１２】
　同様に、必要とされるものは、医療治療イベントの正確且つ徹底的な文書化を助ける携
帯型コンピュータ装置のための改善されたグラフィカルユーザインターフェースである。
グラフィカルユーザインターフェースは、直観的に理解可能であるべきであり、重要なイ
ベント情報を記録するための操作が最小限であるべきである。
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【００１３】
　更に必要とされるものは、収集されたイベントログを、医療管理職員による編集及びレ
ビューのために中央ロケーションへ有効に且つ正確に伝えるシステムである。そのような
システムは、スタッフがプロシージャを調整し、リソースを将来のイベントに付加し、あ
るいは、要員の必要とされる訓練を特定することを可能にすることによって、患者予後を
改善する。
【００１４】
　本発明の原理に従って、実時間において医療治療イベントを記録し、且つ、記録を解析
及びレビューのために中央ロケーションへ転送する改善された装置及び方法が記載される
。然るに、本発明の目的は、イベントの間に関連がある情報を速やかに入力するためにタ
ッチスクリーン上でアイコンを提供する当該装置に常駐する新規のコンピュータプログラ
ムを備えた携帯型コンピュータ装置を提供することである。装置は、望ましくは、ビデオ
記録機能を更に有してよい。方法は、タッチスクリーン入力からの注釈の生成と、注釈か
ら及びオーディオ／ビデオ記録からイベントログを構成することとを提供する。
【００１５】
　本発明の他の目的は、医療治療イベントに関する注釈を生成しイベントログにおいて記
憶する携帯型コンピュータ装置による使用のためのグラフィカルユーザインターフェース
（ＧＵＩ）を記載することである。ＧＵＩは、望ましくは、医療治療における現在のプロ
トコルステップに文脈上関係があるアイコンを示すようタッチスクリーンディスプレイに
おいて動作する。ユーザに提示されるアイコンは、情報が入力されると変化する。
【００１６】
　本発明の更なる他の目的は、携帯型コンピュータ装置から中央コンピュータへイベント
ログを転送する改善されたシステム及び方法を記載することである。望ましくは、転送は
無線により行われる。クラウドサーバとして知られる遠隔サーバは、イベントログの中間
データ記憶機能を提供してよい。中央コンピュータは、望ましくは、新規のコンピュータ
プログラムの下で動作して、医療治療イベントの包括的な記録を提供するようイベント注
釈をビデオと結合する。予め結合されていない場合は、中央コンピュータは、任意に、除
細動器のような、イベントにおいて使用される治療装置からのデータをマージして、更に
包括的なレポートを再現してよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】心停止した患者とともに使用される除細動器の実例である。
【００１８】
【図２】除細動器によって提供される注釈及びＥＣＧのイベントログを示す、先行技術の
医療イベントレビューソフトウェアプログラムの表示を示す。
【００１９】
【図３】実時間において医療治療イベントを記録する携帯型コンピュータ装置の機能ブロ
ック図である。
【００２０】
【図４】医療治療イベントの間に使用される携帯型コンピュータ装置の例を示す。
【００２１】
【図５ａ】本発明の一実施形態に従ってＧＵＩ画面をマッピングする構造フロー図を表す
。
【図５ｂ】本発明の一実施形態に従ってＧＵＩ画面をマッピングする構造フロー図を表す
。
【図５ｃ】本発明の一実施形態に従ってＧＵＩ画面をマッピングする構造フロー図を表す
。
【図５ｄ】本発明の一実施形態に従ってＧＵＩ画面をマッピングする構造フロー図を表す
。
【００２２】
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【図６】設定画面の一実施形態を表す。
【００２３】
【図７】導入画面の一実施形態を表す。
【００２４】
【図８】アイテム画面の一実施形態を表す。
【００２５】
【図９】注釈画面の一実施形態を表す。
【００２６】
【図１０】本発明の薬選択画面の実施形態を表す。
【００２７】
【図１１】薬リスト変更画面の一実施形態を表す。
【００２８】
【図１２】本発明の薬追加画面の実施形態を表す。
【００２９】
【図１３】本発明の携帯型装置で表示される追加情報画面を表す。
【００３０】
【図１４】チーム構成員画面の一実施形態を表す。
【００３１】
【図１５】チーム構成員追加画面の一実施形態を表す。
【００３２】
【図１６】チーム構成員役割入力画面の一実施形態を表す。
【００３３】
【図１７】バーコードスキャン画面の一実施形態を表す。
【００３４】
【図１８】装置検出インジケーションを含む追加情報画面の一実施形態を表す。
【００３５】
【図１９】イベントログ画面の一実施形態を表す。
【００３６】
【図２０】イベントログ入力画面の一実施形態を表す。
【００３７】
【図２１】イベントログ作用画面の一実施形態を表す。
【００３８】
【図２２】イベントログプレビュー画面の一実施形態を表す。
【００３９】
【図２３】本発明の一実施形態に従う通信システムの概要を表す。
【００４０】
【図２４】中央コンピュータのディスプレイで表示される注釈プレビュー画面の一実施形
態を表す。
【００４１】
【図２５】中央コンピュータのディスプレイで提供される位置プレビュー画面の一実施形
態を表す。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　これより図面を参照すると、図３は、実時間において医療治療イベントを記録する携帯
型コンピュータ装置１００の例のブロック図を示す。コンピュータ装置は、カスタム製品
であってよい。望ましくは、本発明の実施は、意図された動作を可能にする新規のコンピ
ュータプログラムを付加したスマートフォンのハードウェアのような、いつでも入手可能
なハードウェアを使用する。装置コンピュータプログラムは、イベント捕捉ソフトウェア
アプリケーション１０９である。携帯型コンピュータ装置１００は、タッチスクリーンデ
ィスプレイ１０２と、ビデオ記録２１２０を捕捉するよう動作するビデオカメラ１０４と
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、コンピュータ可読媒体１０８に常駐するアプリケーション１０９によって動作するプロ
セッサ１０６とを有する。装置は、任意に、オーディオ記録１１９を捕捉するよう動作す
るマイクロホン１１２を有してよい。メモリ１１０は、イベントログ１１７と、イベント
のビデオ記録１１８と、イベントのオーディオ記録１１９とを記憶するよう動作する。望
ましくは、ビデオ記録１１８及びオーディオ記録１１９は、イベントログ１１７と相互に
関連付けられるか、又はイベントログ１１７に組み入れられる。それにより、イベントロ
グ１１７は、イベントに関する全ての関連情報を含む。装置は、無線インターネットイン
ターフェース（ＷｉＦｉ）又は無線電話インターフェースのような無線トランシーバ１１
４を更に有してよい。無線トランシーバは、グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ
）受信器等のような位置ロケータ１１６を更に有してよい。図３の装置は、望ましくは、
ユーザが、医療治療イベントをビデオ記録しながら同時にタッチスクリーンディスプレイ
上でイベントデータを入力することを可能にするよう配置される。
【００４３】
　そのような装置の使用時における配置の例が図４に示されている。図４は、如何にして
携帯型コンピュータ装置１００が、装置を持った監視者／記録者に、患者に対して救助者
が行った医療治療イベントを記録することを可能にするのかを示す。ペン型の選択器が、
タッチスクリーンディスプレイ１０２上の注釈アイコンを選択するために示されている。
なお、アイコンの指によるタップは、しばしば、好適な方法である。好適な実施形態にお
いて、装置１００の一方の面は、イベントを記録するビデオカメラ１０４を配置されてい
る。装置１００の他方の面は、タッチスクリーンディスプレイ１０２を配置されている。
タッチスクリーンディスプレイ１０２において、ユーザは、除細動器電極パッドアイコン
３０２のようなタッチ可能な注釈アイコンをタップしてよい。タッチスクリーンディスプ
レイ１０２から分かるように、注釈アイコン及びグラフィクスは、ビデオ表示が記録され
ている最中にそのビデオ表示をオーバーレイする。マイクロホン１１２（図示せず。）は
同時にオーディオ記録を捕捉する。タッチスクリーンディスプレイ１０２上のグラフィカ
ルユーザインターフェース（ＧＵＩ）は、イベントに関する詳細が現れる場合にそれらを
入力するために使用されるよう意図される。ビデオ記録及び捕捉されたデータは装置メモ
リに記憶される。ＧＵＩは、以下でより詳細に説明される。
【００４４】
　ユーザは、開始ボタン又はＧＵＩ上の注釈アイコンのいずれかのタッチによって記録を
開始する。次いで、ＧＵＩ上の経過時間カウンタが、イベントの開始からの経過時間を示
し始める。
【００４５】
　携帯型コンピュータ装置は、多くのタイプの情報がＧＵＩを通じて便利に入力されるこ
とを可能にすることができる。治療中のイベントの注釈は、タッチスクリーン上の注釈ア
イコンを介して入力される。イベントに関するより詳細な情報を入力するポップアップ画
面が更に提供されてよい。投与された薬と、医療治療チームの構成員及び役割と、現場の
機器のリスト及び状態とを入力する画面は、セットアップの間に選択候補により予めポピ
ュレートされてよい。このように、装置は、手動によりテキストを入力する必要なしに、
イベントの間のこの情報の速やかな入力を可能にする。
【００４６】
　本発明の携帯型コンピュータ装置は、任意に、多くのタイプの情報が自動的に取得され
得るように構成される。装置１００は、ビデオ視野内にある読み取り可能なコードを自動
的に識別するバーコード又はＱＲコード（登録商標）読み取り器を有してよい。装置１０
０は、ユーザにコードを取得するよう促し、それによって、コードに関連する機器及び／
又はデータをイベントログ１１７に捕捉してよい。装置１００は、位置情報をイベントロ
グ１１７に記録する、ＧＰＵ受信器のような位置決めロケータを有してよい。また、装置
は、特定の医療装置、例えば、除細動器と互換性がある無線インターフェースを有してよ
く、それにより、装置は、医療装置によって捕捉されたデータを取得してイベントログに
記録することができる。そのような機能は、イベントに関する重要な多元的情報を集約す
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ることに伴う時間及び労力を大いに減らし、集約された情報の正確さ及び明確さを著しく
改善する。
【００４７】
　図５ａ乃至５ｄは、本発明の一実施形態に従ってＧＵＩ画面をマッピングする構造フロ
ー図を示す。フロー図は、概して、装置におけるイベント捕捉ソフトウェアアプリケーシ
ョン１０９によって、及び中央コンピュータ２０５０（図２３参照）に常駐するコンピュ
ータプログラムによって提供される命令に対応する。アプリケーション及びプログラムは
、機能モジュールとして配置され得る。夫々のモジュールは、特定の機能のためのソフト
ウェア命令を含む。ユーザは、文脈上関係がある表示画面上のタッチ可能なアイコンをク
リックすることによって、機能モジュール間をナビゲートする。それにより、ユーザは次
の論理画面に至る。図５において様々なモジュールの間に示された矢印は、画面を通じた
ナビゲーションの、及び先に表示された画面へ戻る情報フローの、１つの可能な経路に相
当する。携帯型コンピュータ装置１００に表示される画面は、設定画面２００、導入画面
３００、アイテム画面４００、注釈画面５００、薬選択画面６００、薬変更画面７００、
薬追加画面８００、追加情報画面１０００、チーム構成員画面１１００、チーム構成員追
加画面１２００、役割画面１３００、バーコードスキャン画面１４００、装置検出画面１
５００、ログ画面１６００、ログ入力画面１７００、ログ作用画面１８００、及びログプ
レビュー画面１９００を含む。中央コンピュータ２０５０に表示される画面は、注釈及び
ビデオプレビュー画面２１００、並びに位置プレビュー画面２２００を含む。中央コンピ
ュータにおけるそのような画面及びそれらのデータは、既知の無線手段を介して、例えば
、クラウドサーバを介して、携帯型コンピュータ装置１００における画面へ通信上結合さ
れてよい。夫々の画面及び他の画面とのその関係は、これより詳細に説明される。
【００４８】
　これより図６を参照すると、設定画面２００が例示されている。設定画面２００は、携
帯型コンピュータ装置１００の全般設定セクションからアクセスされる。画面２００は、
ユーザが、クラウドサーバのような遠隔のコンピュータへのアップロードを有効／無効に
するアップロード設定２１０を設置するよう常駐のコンピュータプログラムを設定するこ
とを可能にする。アップロード設定２１０が有効にされるならば、装置１００は、イベン
ト記録が終了するときに、又はユーザによるプレビュー後のイベントログの承認時に、自
動的に相関イベントログ１１７のアップロードを開始する。画面２００はまた、ユーザが
、ビデオ設定２２０においてビデオカメラ１０４のビデオの設定を設定することを可能に
する。ビデオ設定２２０で、ユーザは、ビデオ記録を完全に有効／無効にすることができ
、任意に、フラッシュライト“Ｔｏｒｃｈ”が弱光状態において自動的にオンすることを
可能にし、オートフォーカス（Ａｕｔｏ－ｆｏｃｕｓ）及びビデオフォーマット（Ｖｉｄ
ｅｏ　ｆｏｒｍａｔ）を設定することができる。望ましくは、ユーザは、医療治療イベン
トが開始する前に、それらの設定を確立する。
【００４９】
　図７は、ユーザが医療治療イベントを記録するために携帯型コンピュータ装置１００及
びソフトウェアアプリケーション１０９を初期化する場合に提示される最初の画面である
導入画面３００を示す。導入画面３００は、４つのメイン部分において配置される。一番
上のリボンは、ユーザがイベントを記録し始めるためにタップする開始ボタン３１０を表
示する。経過時間カウンタ３０８は、イベント記録の開始からの経過時間を示す。インジ
ケータ３１２は、クラウドストレージが使用可能であるか否かを示し、更には、記録が停
止時に自動的にクラウドストレージロケーションへアップロードされることを示してよい
。ビデオステータスインジケータ３１４は、ビデオが記録されているか否かを表示する。
【００５０】
　画面３００の中央にある大きなデータ入力画面３０６は、ユーザ入力のための一次的な
注釈空間として働く。タッチ可能な注釈アイコンは、望ましくは人の胴体の形をした人型
グラフィック３２２の周りに論理的にデータ入力画面３０６上で配置される。ユーザは、
情報ボタン３１６をタップすることによって、付加的な且つより詳細な注釈を提供する用
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掘り下げてよい。
【００５１】
　データ入力画面３０６はまた、望ましくは、タッチ可能な注釈アイコン及び人型グラフ
ィック３２２の後ろにある背景において、カメラによって記録される進行中のビデオ表示
を提供する。望ましくは、ビデオ表示は、装置がオンされると直ぐに、ユーザがイベント
を記録し始めたかどうかにかかわらず、開始する。図７は、記録が始動されるまでビデオ
がデータ入力画面３０６の後ろに表示されない代替の実施形態を示す。
【００５２】
　注釈リストボックス３０４は、最新のユーザ注釈を、望ましくは、リストをスクロール
するようユーザの指によってスワイプ操作され得るスクローリングリストとして示す。
【００５３】
　画面３００におけるボタンリボンタブ制御は、ユーザが、キャプチャアイコン３１８及
びログ履歴選択アイコン３２０を用いてコンピュータプログラムにおける２つのメインペ
ージのうちのいずれかへ直ちにナビゲートすることを可能にする。キャプチャアイコンは
常に、ユーザを導入画面３００に戻す。導入画面は、ビデオ及び注釈を記録するために使
用されるメイン画面である。ログ履歴選択アイコン３２０によってアクセスされる画面は
、以前に記録されたログ入力を選択するために使用される画面である。導入画面３００へ
ナビゲートした後、ユーザは、カメラ１０４及びマイクロホン１１２を作動させるために
開始ボタン３１０又はいずれかの注釈アイコン（ドラッグ、ＣＰＲ等）のいずれかをタッ
チすることができる。ユーザは、ログ履歴選択アイコン３２０をタッチすることによって
、メモリ１１０に記録されている過去のイベントログを見ることができる。
【００５４】
　図７を参照すると、ユーザは、開始ボタン３１０をタップすることによって、又はデー
タ入力画面３０６におけるいずれかのアイコンをタップすることによって、カメラ１０４
及びマイクロホン１１２を作動させる。作動時に、装置は、データ入力画面３０６におい
て注釈アイコングラフィックの後ろに同時に示されているイベントのビデオを記録し始め
る。ソフトウェアはまた、マイクロホン１１２を用いて医療治療イベントのオーディオ記
録を取得する。装置は、ビデオ記録及びオーディオ記録の両方をメモリ１１０に記憶する
。
【００５５】
　イベント記録がユーザによって始動された後、コンピュータ装置はビデオ及びオーディ
オ記録を取得し始め、経過時間カウンタか起動する。加えて、装置は、イベントに関連す
る医療治療プロトコルの第１のステップに対応する１又はそれ以上のタッチ可能な注釈ア
イコンを表示画面３０６において表示するアイテム画面４００を表示する。装置１００は
、注釈アイコンのタッチを検知し、対応する注釈をメモリ１１０に記録する。
【００５６】
　図８は、アイテム画面４００の一実施形態を示す。アイテム画面４００において、医療
治療イベントは、ＣＰＲプロトコルのステップに従う心肺蘇生（cardiopulmonary　respi
ration）（ＣＰＲ）治療である」。ビデオカメラ１０４によって取得される現在のビデオ
は、データ入力画面３０６の背景に表示され、それにより、ビデオ及び注釈は、ユーザの
目を画面からそらす必要なしに同時に達成され得る。
【００５７】
　幾つかのタッチ可能な注釈アイコンが図８において示されている。それらの夫々は、Ｃ
ＰＲプロトコルの活動部分に相当する。ユーザは、その活動が救助の間に起こるとして各
アイコンをタップする。例えば、世話をする救助者が夫々の除細動器電極パッドを患者に
適用する場合に、ユーザは、除細動器電極パッドアイコン３０２のいずれか一方又は両方
をタップする。換気が患者に対して行われる場合に、ユーザは、換気アイコン３３０にタ
ッチする。一連の圧迫が患者に適用される場合に、胸部圧迫アイコン３３２のタッチは圧
迫開始時刻を記録し、再びタッチされると、圧迫の中止時刻を記録する。胸部圧迫の実施
の間、胸部圧迫アイコンは、胸部圧迫が進行中であることを示すよう点滅するか又は色が
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変わってよい。自発循環の再開（return　of　spontaneous　circulation）（ＲＯＳＣ）
が示されるか、又はその状態が変化する場合に、ユーザはＲＯＳＣアイコン３２６にタッ
チする。静脈内輸液（IV　fluids）が患者に投与される場合に、ユーザはＩＶ治療施術ア
イコン３２４をタップする。治療薬が患者に投与される場合に、ユーザは注射器アイコン
３２８にタッチする。装置１００がアイコンの各々のタッチを検知するとき、装置１００
は、関連する注釈活動及び時刻を記録する。
【００５８】
　ＧＵＩは、望ましくは、注釈アイコンがタッチされると外観が変化するように、構成さ
れる。よって、ユーザは、医療治療プロトコルの特定のステップが進行中であるか又は完
了しているかの外観における視覚的なインジケーションを有する。タッチされたアイコン
は、異なる色、コントラスト、輝度、サイズ、グラフィックデザイン、等の外観を持つよ
うに変化してよい。電極パッドアイコン３０２は、例えば、パッドが取り付けられている
ことを示すようパッドの輪郭内にプリントグラフィックを加えてよい。
【００５９】
　ＧＵＩはまた、注釈アイコンのタッチに応答して第２の注釈アイコン又は画面を示すよ
う構成されてよい。例えば、プロセッサは、除細動器電極が患者に取り付けられたことを
示す電極パッドアイコン３０２のタッチ時に、ＧＵＩが図９に示されるタッチ可能な除細
動ショック実施アイコン３３４を表示することを可能にしてよい。次いで、ユーザは、除
細動ショックが実施される場合に、ショックアイコン３３４をタッチすることができる。
同様に、注射器アイコン３２８のタッチに応答して、プロセッサは、ＧＵＩに、図１０に
示されるタッチ可能な薬選択画面７００を提示させてよい。
【００６０】
　また、図９の注釈画面５００には、１又はそれ以上の注釈カウンタ５１０が示されてい
る。夫々の注釈カウンタ５１０は、その各々の注釈アイコンに隣接して置かれ、そのアイ
コンが現在のイベントの間に何回タッチされたかに関してインジケーションを提供する。
各々のアイコンがタッチされる度に、そのアイコンのための注釈カウンタ５１０はインク
リメントされる。同時に、注釈及び時間は、注釈リストボックス３０４の一番上に加えら
れる。注釈リストボックスは、望ましくは、リストを横切る既知の“スワイプ”ジェスチ
ャを用いて手動によりスクロールされるよう動作する。
【００６１】
　代替的に、注釈カウンタ５１０は、基礎をなす動作が開始する場合にのみインクリメン
トされてよい。例えば、胸部圧迫のための注釈カウンタ５１０（図９におけるボックス“
８”）は、圧迫が開始したことを示すタップ時にのみインクリメントされてよく、続いて
、一連の圧迫が終了したことを示す次のタップを無視する。
【００６２】
　図１０は、ユーザがアイテム画面４００において注射器アイコン３２８にタッチする場
合に起動される薬選択画面６００を示す。薬選択画面６００は、望ましくは、選択された
医療イベントプロトコルに対応する治療薬及び標準的な投薬量の薬リスト６１０を表示す
るよう配置される。リストは、望ましくは、論理的な順序において配置される。例えば、
医薬品は、それらが投与されると期待される順序でリストアップされてよく、あるいは、
それらは、アルファベット順でリストアップされてよい。装置１００は、投与された薬の
１つに対するユーザのタッチによる選択を検知し、その薬物及び量に関する注釈を現在の
経過時間とともにイベントログ１１７に記録する。また、動作が注釈リストボックス３０
４において表示され、ユーザは注釈画面５００へ戻らされる。治療薬又は量が標準プロト
コルと異なる場合は、リストは、薬リスト編集アイコン６２０をタップすることによって
変更され得る。薬リスト編集アイコン６２０がタップされると、プロセッサ１０６は薬変
更画面７００を表示する。
【００６３】
　薬変更画面７００は図１１に示されている。望ましくは、この画面は、薬リスト６１０
の外観及び内容を最適に配置するために、医療治療イベントより前にアクセスされる。薬
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変更画面７００は、リストの変更を可能にするために、薬リスト７１０により薬リスト６
１０を複製する。薬変更画面７００は、ユーザが、薬再配置アイコン７３０をリスト内の
所望の位置へドラッグすることによって治療薬の表示順序を直ちに再配置することを可能
にする。順序が薬リスト７１０において設定されると、その順序は薬リスト６１０におい
て続く。ユーザは、治療薬の左手にある薬削除アイコン７５０をタップすることによって
治療薬を削除してよい。ユーザが薬追加アイコン７４０を薬変更画面７００においてタッ
プする場合は、プロセッサは薬追加画面８００を表示する。配置及び内容が満足である場
合に、ユーザは、薬選択画面６００を戻るために完了アイコン７２０をタップする。
【００６４】
　薬追加画面８００は図１２に示されている。新薬追加テキストボックス８３０が表示さ
れる。このテキストボックスにおいて、ユーザは、画面８００の下部分に表示されている
タッチ可能なキーボードグラフィックを介して新しい治療薬及び投薬量を入力してよい。
新しい薬が追加された後に、ユーザは、前の画面７００へ戻るために、薬リストへの復帰
アイコン８５０をタップする。次いで、ユーザは、新しい薬を薬リスト７１０における所
望の位置へ移動してよい。
【００６５】
　図１３は、ユーザが導入画面３００において情報ボタン３１６にタッチすることに応答
してタッチスクリーンに表示される追加情報画面１０００を示す。情報ボタン３１６はま
た、クラッシュカートアイコン３１６と呼ばれることがある。図１３は、追加情報が医療
治療イベントに従事する治療構成員及び補助装置を含むことを示すようヘッダ“Ｃｒａｓ
ｈ　ｃａｒｔ　ｄｅｔａｉｌｓ（クラッシュカート詳細）”を伴う。情報ボタン３１６に
代わるものとして、画面１０００は、導入ボタン３００に表示される専用のクラッシュカ
ートボタンによってアクセスされてよい。この例で示されるように、ユーザは、チーム構
成員アイコン１０１０又は装置特定アイコン１０３０のいずれか一方を選択することがで
きる。この選択は夫々、画面シーケンスをチーム構成員画面１１００又は装置バーコード
スキャン画面１４００へナビゲートさせる。所望のイベントデータがそれらの画面で記録
されると、ユーザは、導入画面３００へ戻るために完了アイコン１０２０をタップする。
【００６６】
　図１４は、前の追加情報画面１０００におけるチーム構成員アイコン１０１０のタップ
に応答して表示されるチーム構成画面１１００の一実施形態を示す。チーム構成員画面１
１００は、医療治療イベントのチーム構成員の名前１１１０及び役割１１３０をリストア
ップする。ユーザは、医療治療イベントに参加しているチーム構成員を選択するために、
単に名前１１１０にタッチする。すると、アプリケーションは、名前及び役割の注釈をイ
ベントログ１１７に記憶する。全てのチーム構成員情報が記録される場合に、ユーザは、
前の追加情報画面１０００へ戻るために“Ｃｒａｓｈ　ｃａｒｔ．．．”アイコンをタッ
プする。ユーザが新しいチーム構成員を追加したい場合、又は現在リストアップされてい
るチーム構成員の役割を変えたい場合は、ユーザは、新構成員追加アイコン１１２０をタ
ップする。すると、アプリケーションは、チーム構成員追加画面１２００へ進む。
【００６７】
　図１５は、チーム構成員追加画面１２００の一実施形態を示す。プロセッサは、構成員
名入力ボックス１２１０を提示する。この入力ボックスにおいて、ユーザは、画面１２０
０の下部分に表示されているタッチ可能なキーボードグラフィックを介して新しいチーム
構成員の名前を入力してよい。次いで、ユーザは、役割画面１３００へナビゲートするよ
う構成員役割アイコン１２３０にタッチすることによってそのチーム構成員の役割を選択
するか、又はグラフィックキーボードを用いて単に役割を入力してよい。入力が完了する
場合に、ユーザは、前の表示へ戻るために完了アイコン１２２０をタップする。
【００６８】
　図１６は、チーム構成員役割入力画面１３００の一実施形態を示す。望ましくは、役割
セレクタ１３２０における役割のリストは医療機関にとって標準的であり、滅多に変えら
れる必要がない。ユーザは、役割セレクタ１３２０からチーム構成員の役割を選択し、次
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いで、チーム構成員追加アイコン１３１０にタッチし、前の表示へ戻る。
【００６９】
　図１７は、医療治療イベントにおいて使用される道具に関する情報をユーザが取得する
のを支援する装置バーコードスキャン画面１４００の一実施形態を示す。道具は、標準的
なＵＰＣバーコード又はマトリクス若しくはＱＲ（Quick　Response）コードのような、
バーコードタイプの識別子を有する医療機器であってよい。そのようなコードは、しばし
ば、医療機関内で有効な追跡を可能にするために、且つ、規制の目的のために、医療機器
の外側に適用されている。バーコードスキャン画面１４００は、イベントの間にそのよう
な医療機器の自動的な検出及び識別を可能にすることによって、対応するログ入力に注釈
を付すことによって、且つ、機器に関連したイベントログを携帯型コンピュータ装置１０
０によって生成されたイベントログとマージする以後の機会を提供することによって、こ
の状況を活用する。機器識別子は、一般に、医療機器のシリアルナンバーである。
【００７０】
　例証目的のために、図１７は、医療治療イベントで使用される除細動器の外側に配置さ
れているＱＲコード（登録商標）を示す。ユーザがバーコードスキャン画面１４００へナ
ビゲートすると、プロセッサ１０６は、ビデオ視野１４２０内のバーコードを自動的に識
別するために、ビデオカメラ１０４及びバーコード読み取り指示１４３０を起動する。プ
ロセッサ１０６が読み取り可能なＱＲコード（登録商標）１４１０を認識する場合に、プ
ロセッサ１０６は、カメラ及びバーコード読み取り器を介してバーコードを取得し、その
取得したバーコードに基づき医療機器を自動的に識別する。次いで、プロセッサ１０６は
、医療機器情報及び読み取り時刻の注釈をイベントログ１１７に記録し、医療機器名を注
釈リストボックスに置く。
【００７１】
　ＱＲコード（登録商標）１４１０の画像が正確に読み出せないほど不安定である場合は
、装置１００は、カメラを安定させるようユーザに静止プロンプト１４３０を発する。画
像が認識される場合に、装置１００は、設定プロンプトを発し、図１８において装置検出
画面１５００によって示されるような追加情報画面へ自動的に戻る。この画面は、検出さ
れた装置の身元１５１０を示し、この場合には、除細動器のモデル及びシリアルナンバー
が表示される
【００７２】
　医療治療イベントで使用される機器の身元を捕らえることによって、その機器によって
同時に捕らえられるあらゆる情報がまた、イベントログ１１７により記録又は同期され得
る。一実施形態において、装置１００は、ハンドシェイクプロトコルを介して機器との無
線通信を確立する。次いで、装置１００は、識別された医療機器との無線通信を無線トラ
ンシーバ１１４を介して開始し、装置１００が医療機器から直接にイベントデータを捕捉
することを可能にする。医療機器と装置１００との間の通信は、ブルートゥース、Ｗｉ－
Ｆｉ、又は赤外線（ＩＲＤＡ）のような、既知の無線通信手段を介する。上述された除細
動器の例は、イベントとともに実時間において、ショックの決定及び実施のデータ並びに
ＣＰＲデータを提供することができる。無線信号はまた、ＥＣＧのような、患者特性を表
す情報を提供してよい。バッチ通信が望まれる場合は、夫々のデータイベントの時間マー
カが、一般に、医療機器によって提供される。マイクロホンを装備される場合は、除細動
器は更に、イベントのオーディオ記録を装置１００へ提供することができる。次いで、無
線信号伝送に対応するデータがメモリ１００に記録される。
【００７３】
　除細動器のデータを携帯型コンピュータ装置と相関させるこのような手段は、“Defibr
illator　Event　Data　with　Time　Correlation”と題された、同一譲渡人の米国特許
出願公開第２００８／０１３０１４０（Ａ１）号明細書において、より詳細に記載されて
いる。なお、この特許文献は、参照により本願に援用される。他の医療機器から取得され
た全ての情報は、装置１００によって直接記録された情報と装置１００によって同期され
、イベントログ１１７において時間順にまとめられてよい。加えて、無線信号に対応する
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データは、導入画面３００において注釈アイコンと同時に表示されてよい。
【００７４】
　代替的に、識別された医療機器からのイベントデータは、別々に中央コンピュータ２０
５０へアップロードされ、中央コンピュータ２０５０に常駐するソフトウェアにおいてイ
ベントログとマージされてよい。一体化されたイベントデータを同期させ且つ表示する手
段は、以下、図２４及び２５に対応する説明において、より詳細に記載される。この実施
形態において、中央コンピュータ２０５０は、機器からのイベントデータを相関させてイ
ベントログ１１７に一体化するために、機器識別１５１０及び対応する時間マーカを使用
する。
【００７５】
　これより図１９を参照すると、装置１００におけるイベントログ画面１６００の一実施
形態が示されている。ログ画面１６００は、装置１００によって記録された全てのイベン
トログの履歴を、イベントログ１６１０のようなそれらの時間スタンプとともに示す。夫
々のイベントログに関する追加情報もログ画面１６００において現れる。フィルム形状の
アイコンは、ビデオ記録がそのイベントについて記録されたデータの部分であることを示
すビデオステータスインジケータ１６２０の一例である。雲形のアイコンは、イベントロ
グがクラウドサーバのような遠隔のコンピュータへ成功裏にアップロードされたことを示
すアップロードステータスインジケータ１６３０の一例である。
【００７６】
　ログ画面１６００は、ユーザが更なる処理のために特定のイベントを選択することを可
能にする。イベントログ１６１０を“スワイプ”又はダブルタップすることによって、イ
ベントログは装置１００のメモリから削除されるが、いずれの遠隔コンピュータからも自
動的に削除されない。イベントログ１６１０を一度タップすることは、そのイベントログ
を開いて、ユーザを、更なる評価又は処理のためにイベントログ入力画面１７００へナビ
ゲートする。
【００７７】
　典型的なイベントログ入力画面１７００が図２０に示されている。ログ入力画面１７０
０は、画面１６００で選択されたイベントログによって捕捉された注釈のイベントログリ
スト１７１０を示す。夫々の注釈は、リスト１７１０をスワイプ又はスクロールすること
によってレビューされ得る。ユーザがログ動作アイコン１７２０にタッチする場合に、装
置１００はログ動作画面１８００へナビゲートする。ログ動作画面１８００は、選択され
たイベントログのための更なる処理オプションを含む。
【００７８】
　図２１は、ログ動作画面１８００の一実施形態を示す。装置１００は、ユーザに動作画
面１８００において幾つかの処理オプションを提示する。ログ電子メール（Ｅｍａｉｌ）
アイコン１８１０のタッチは、注釈付きのビデオ記録とともに、望ましくはＸＭＬファイ
ルフォーマットにおいて、イベントログを含む電子メールを作成する。結果として得られ
る電子メールは同じファイル及びデータを含み、ビデオステータスインジケータ１６２０
によって示されるように、遠隔のコンピュータへアップロードされる。望ましくは、電子
メールの情報は、規制基準及びプライバシー規制、例えば、ＨＩＰＡＡ要件を順守するた
めに、暗号化される。
【００７９】
　好適なＸＭＬログファイルは、開始の日時のような識別情報を含む。加えて、イベント
ログは、医療治療イベントの全ての注釈及び時間スタンプを含み、チーム構成員の身元及
び役割、装置識別、並びにイベントの場所のＧＰＳポジショニング情報のような位置情報
のうちの１又はそれ以上を含んでよい。
【００８０】
　ログプレビュー（Ｐｒｅｖｉｅｗ）アイコン１８２０のタッチは、図２２に示されるロ
グプレビュー画面１９００へナビゲートするよう装置１００を制御し、表示画面上で選択
された医療治療イベントのオーディオ及びビデオ記録の再生を開始する。画面１９００の
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一番上にあるイベントログ識別子１９１０は、プレビューされているイベントログを示す
。ログプレビュー画面１９００は、夫々のイベント注釈１９２０のリストによってオーバ
ーレイされたビデオ記録を再生する。再生時に、注釈のリストは、ビデオにおける現在時
刻と時間において大体対応する注釈を表示することによって、ビデオと同期してスクロー
ルする。より正確な同期のために、ビデオにおける現在時刻より前の最後のイベントであ
る現在イベント注釈は、ボックスのようなグラフィック１９３０によって囲まれる。ユー
ザがイベントログに満足している場合に、ユーザは、イベントログアイコンにタッチして
、前の画面１８００へ戻る。次いで、イベントログは、上述されたように処理されてよい
。
【００８１】
　図２３は、本発明の一実施形態に従って、医療治療イベント記録を更なる解析及び記憶
のために携帯型コンピュータ装置１００から中央コンピュータ２０５０へ転送するシステ
ムを示す。図２３に示されるように、携帯型コンピュータシステム１００は、夫々のイベ
ントログを記録直後に無線通信パス２０１０を介して遠隔のコンピュータ可読媒体２０２
０へアップロードする。遠隔媒体２０２０は、望ましくは、インターネット接続を備える
あらゆる装置からアクセスされ得る、クラウド記憶サーバのような分散型コンピュータサ
ーバである。無線通信パス２０１０は、望ましくは、電話又は無線インターネットパスで
ある。なお、病院敷地内にある有線の、独自仕様の又はセキュアの通信回路が同様に考え
られる。次いで、遠隔のコンピュータ可読媒体２０２０は、イベントログデータを、それ
が中央コンピュータ２０５０によって必要とされるまで、記憶する。
【００８２】
　中央コンピュータ２０５０は、ダウンロード及びマージツール２０４０によって制御さ
れる第２の通信パス２０３０を介して遠隔のコンピュータ可読媒体２０２０のイベントロ
グデータにアクセスする。ダウンロード及びマージツール２０４０の一例は、マサチュー
セッツ州アンドーヴァーにあるフィリップス・ヘルスケアによって製造されているイベン
ト・レビュー・ソフトウェアにおいて実施される。ダウンロード及びマージツール２０４
０は、同じ医療治療イベントからの補助データをイベントログにまとめることができる。
補助データは、他のレポートからの手書き入力データ、患者からのＥＣＧデータ及び生理
学的データ、他の医療機器によって記録された医療治療及び装置ステータスイベント、等
を含む。
【００８３】
　複数のソースからのデータを同じ医療治療イベントのために同期させることに伴う１つ
の問題は、データを時間によって適切にソートすることであった。たとえ経過時間が比較
的正確であるとしても、記録開始時刻は、クロックの違い、異なる作動時間、等に起因し
て夫々のソース間で異なることがある。本発明の一実施形態は、時間差を正確に把握する
幾つかの考えを盛り込む。第１に、相対的な時間誤差は、装置１００がイベント発生時に
医療機器から直接データを取得する場合は導入されない。代替的に、夫々の記録装置は、
携帯電話システム時間のような独立した時間ソースと時間同期され得る。第３に、ダウン
ロード及びマージツール２０４０は、両方の装置における同じ出来事のマーカを識別する
ことができる。例えば、ショック実施の発生は、装置１００及び救助で使用される除細動
器の両方によって記録される。マージツール２０４０は、両方のタイムラインを対応させ
るために、それらのマーカを識別して同期させることができる。医療機器が視野内にある
装置１００からのビデオは、ショックが実施されたことを示す除細動器での点滅光のよう
なイベント発生を識別するために使用され得る。次いで、ビデオマーカは、除細動器のロ
グを装置１００のイベントログと同期させるために使用される。最後に、両方の装置がオ
ーディオ記録を取得する場合は、ソフトウェアは、両方のオーディオトラックが同期する
までイベントの一方の音声を時間シフトすることができる。時間シフトは、望ましくは、
更に、他の記録された注釈の同期化をもたらす。
【００８４】
　ダウンロード及びマージツール２０４０によって作成される統合的なレポートは、ディ
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る。次いで、管理者又は医学分析者は、医療治療イベントをレビューするために中央コン
ピュータのディスプレイ２０６を操作してよい。
【００８５】
　中央コンピュータ２０５０に常駐するレビュー及び解析プログラムは、管理者又はマネ
ージャによるイベント後のレビューのためにイベントログデータを配置する。上記のイベ
ント・レビュー・ソフトウェアはこの機能を提供する。図２４は、イベントレビュー画面
の新規の改良である注釈及びビデオプレビュー画面２１００の一実施形態を示す。この実
施形態において、除細動器及び携帯型コンピュータ装置１００からのデータ及び注釈は、
表示の前に、医療治療イベントのための統合イベントログにマージされている。マージさ
れた注釈は、イベントツリー２１１０において時間順にリストアップされている。イベン
トツリーは、スクロールされ、注釈に関するより詳細情報を示すよう展開され、又は望ま
れるように折りたたまれてよい。
【００８６】
　イベントツリー２２１１０に現れる注釈の一部又は全てはまた、マージされた注射のタ
イムライン２１３０においてプロットされてよい。タイムライン２１３０は、現在時刻に
印を付すスウィープバーを通常備えた、より図式的な外観のイベント記録である。図２４
の実施形態において、マージされた除細動器のデータから取得されたＥＣＧ及びマージさ
れた注釈がタイムライン２１３０の上に重ね合わされている。イベントからの音声も、時
間バーが進むにつれて再生されてよい。
【００８７】
　注釈及びビデオプレビュー画面２１００の新規の特徴は、注釈タイムライン２１３０の
信号と同期する、記録された医療イベント映像２１３０の同時の表示である。レビューソ
フトウェアは、ユーザが再生を操作するための標準的なビデオコントロールを備えたビデ
オコントロールバー２１４０を有してよい。当然、ビデオの制御はまた、スウィープバー
を制御し、その逆も同様である。それにより、全ての記録は、それらがレビューされると
きに、時間同期したままである。加えて、複数のソースからの音声がイベントログに存在
する場合は、夫々のオーディオトラックのボリュームレベルは別々に制御され得る。
【００８８】
　医療イベント映像２１２０は、医療治療の有効性を解析し、更なるトレーニングに値す
る性能不足を特定し、又は特定の治療プロトコルが変更を必要とするかどうかを評価する
ようユーザの能力を大いに高める。
【００８９】
　中央コンピュータ２０５０におけるレビュー及び解析プログラムは、位置プレビュー画
面２２００におけるイベントログの位置情報を更に含んでよい。図２５は、位置プレビュ
ー画面２２００の一実施形態を示す。ディスプレイ上で位置タブを選択することによって
、位置データがプロットされた地図を有する位置表示２２１０が、イベントビデオに取っ
て代わる。位置表示２２１０は、輸送時間、道路状況、経路の変化が、提供される治療の
効果に影響を与えたかどうかをユーザが決定するのを支援する。
【００９０】
　上記の装置、ソフトウェア、及び表示に対する変更は、本発明の適用範囲内に包含され
る。例えば、表示の外観及び配置は、例示されている実施形態において示されるのとは幾
らか異なってよい。携帯型コンピュータ装置１００に組み込まれるが、本質的には記載さ
れているのと同じ機能を実行する異なるユーザコントロールは、本発明の適用範囲内にあ
る。
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【図２５】

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月9日(2015.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型コンピュータ装置から中央コンピュータへ医療治療イベントの記録を転送する方
法であって、
　前記携帯型コンピュータ装置で、前記医療治療イベントに関連する注釈記録及びビデオ
記録を捕捉するステップと、
　前記ビデオ記録及び前記注釈記録を含むイベントログを構成するステップと、
　前記イベントログを無線通信パスを介して前記中央コンピュータへアップロードするス
テップと
　を有し、
　前記注釈記録は、該注釈記録を自動的に捕捉するために前記携帯型コンピュータ装置に
よって提供される少なくとも１つのタッチ可能な注釈アイコンのオペレータ使用から捕捉
される、方法。
【請求項２】
　前記構成するステップ及び前記アップロードするステップは、前記捕捉するステップの
終了が検知されると自動的に起こる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記捕捉するステップは、前記携帯型コンピュータ装置の位置データ記録を取得するこ
とを更に含み、
　前記構成するステップは、前記位置データ記録を含むよう前記イベントログを構成する
ことを更に含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　プロセッサ、メモリ及びディスプレイを備える中央コンピュータへ医療治療イベントの
記録を転送するシステムであって、
　前記医療治療イベントに関連するビデオ記録及び注釈記録を捕捉するよう動作し、且つ
、前記ビデオ記録及び前記注釈記録を含むイベントログを構成するよう動作する携帯型コ
ンピュータ装置と、
　前記携帯型コンピュータ装置と無線通信し且つ前記中央コンピュータと無線通信し、前
記携帯型コンピュータ装置からの前記イベントログのアップロードを受信し、該アップロ
ードされたイベントログを前記中央コンピュータのメモリに格納する遠隔のコンピュータ
可読媒体と
　を有し、
　前記携帯型コンピュータ装置は更に、オペレータによる使用のための少なくとも１つの
タッチ可能な注釈アイコンを提供して前記注釈記録を自動的に捕捉するよう動作し、
　前記中央コンピュータは、注釈及びビデオプレビュー画面において前記ビデオ記録及び
前記注釈記録を同時に表示するよう動作する、
　システム。
【請求項５】
　前記中央コンピュータは更に、前記イベントログを編集するよう動作する、
　請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記携帯型コンピュータ装置は更に、装置位置データ記録を取得するよう動作し、更に
、該装置位置データ記録を更に含むように前記イベントログを構成するよう動作する、
　請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
　前記医療治療イベントに関連するデータを取得するよう動作し、更に、該データを前記
携帯型コンピュータ装置へ転送するよう動作する第２の装置を更に有し、
　前記携帯型コンピュータ装置は更に、前記第２の装置のデータを含むように前記イベン
トログを構成するよう動作する、
　請求項４に記載のシステム。
【請求項８】
　前記中央コンピュータは、前記ビデオ記録及び前記注釈記録と同時に前記第２の装置の
データを表示するよう動作する、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記第２の装置は、除細動器であり、
　前記データは、心電図及び除細動器イベントログを含む、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記医療治療イベントに関連するデータを取得するよう動作し、更に、該データを前記
中央コンピュータへ転送するよう動作する第２の装置を更に有し、
　前記中央コンピュータは、前記第２の装置のデータを前記イベントログと時間同期させ
るよう動作する、
　請求項４に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記中央コンピュータは、前記ビデオ記録及び前記注釈記録と同時に前記第２の装置の
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データを表示するよう動作する、
　請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記中央コンピュータは、前記第２の装置のデータ及び前記イベントログを自動的に時
間同期させるよう動作する、
　請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記中央コンピュータは更に、前記ビデオ記録における現在時刻と同時に起こる前記注
釈記録の時間入力をハイライトするよう動作する、
　請求項４に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記中央コンピュータは更に、前記医療治療イベントに関連する心電図を表示するよう
動作し、
　前記中央コンピュータは更に、前記ビデオ記録における前記現在時刻と同時に起こる前
記心電図における時点でスウィープバーグラフィックを表示するよう動作する、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記携帯型コンピュータ装置は更に、前記医療治療イベントに関連するオーディオ記録
を捕捉するよう動作し、
　前記中央コンピュータは更に、前記医療治療イベントに関連する第２のオーディオ記録
を含む第２の装置データ記録を取得するよう動作し、更に、前記オーディオ記録と前記第
２のオーディオ記録との比較に基づき前記イベントログ及び前記第２の装置データ記録を
同期させるよう動作する、
　請求項４に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　突然の心停止において、患者は、通常は、自発循環に付随して起こらないＶＦ又は心室
頻拍（ventricular　tachycardia）（ＶＴ）（すなわち、ショック性ＶＴ）の形で、正常
な心拍の生死に関わる中断に襲われる。正常な心拍が、一般的に約８乃至１０分であると
理解されている時間フレーム内に回復されない場合は、患者は死ぬであろう。反対に、Ｖ
Ｆの開始後に血液の循環が（ＣＰＲ及び除細動を介して）回復され得るのが早ければ早い
ほど、患者１４がイベントを乗り切る可能性は高くなる。よって、救助者が迅速に且つ効
果的に蘇生を行うことは、医療対応機構を監督する管理者にとって大いに関心がある事柄
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　これより図面を参照すると、図３は、実時間において医療治療イベントを記録する携帯
型コンピュータ装置１００の例のブロック図を示す。コンピュータ装置は、カスタム製品
であってよい。望ましくは、本発明の実施は、意図された動作を可能にする新規のコンピ
ュータプログラムを付加したスマートフォンのハードウェアのような、いつでも入手可能
なハードウェアを使用する。装置コンピュータプログラムは、イベント捕捉ソフトウェア
アプリケーション１０９である。携帯型コンピュータ装置１００は、タッチスクリーンデ
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ィスプレイ１０２と、ビデオ記録１１８を捕捉するよう動作するビデオカメラ１０４と、
コンピュータ可読媒体１０８に常駐するアプリケーション１０９によって動作するプロセ
ッサ１０６とを有する。装置は、任意に、オーディオ記録１１９を捕捉するよう動作する
マイクロホン１１２を有してよい。メモリ１１０は、イベントログ１１７と、イベントの
ビデオ記録１１８と、イベントのオーディオ記録１１９とを記憶するよう動作する。望ま
しくは、ビデオ記録１１８及びオーディオ記録１１９は、イベントログ１１７と相互に関
連付けられるか、又はイベントログ１１７に組み入れられる。それにより、イベントログ
１１７は、イベントに関する全ての関連情報を含む。装置は、無線インターネットインタ
ーフェース（ＷｉＦｉ）又は無線電話インターフェースのような無線トランシーバ１１４
を更に有してよい。無線トランシーバは、グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）
受信器等のような位置ロケータ１１６を更に有してよい。図３の装置は、望ましくは、ユ
ーザが、医療治療イベントをビデオ記録しながら同時にタッチスクリーンディスプレイ上
でイベントデータを入力することを可能にするよう配置される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　ＧＵＩはまた、注釈アイコンのタッチに応答して第２の注釈アイコン又は画面を示すよ
う構成されてよい。例えば、プロセッサは、除細動器電極が患者に取り付けられたことを
示す電極パッドアイコン３０２のタッチ時に、ＧＵＩが図９に示されるタッチ可能な除細
動ショック実施アイコン３３４を表示することを可能にしてよい。次いで、ユーザは、除
細動ショックが実施される場合に、ショックアイコン３３４をタッチすることができる。
同様に、注射器アイコン３２８のタッチに応答して、プロセッサは、ＧＵＩに、図１０に
示されるタッチ可能な薬選択画面６００を提示させてよい。
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